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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本船舶標準協会 (JMSA) から，

工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，国

土交通大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 7547 : 2002，Ships and marine 

technology－Air-conditioning and ventilation of accommodation spaces－Design condition and basis of calculations

を基礎として用いた。 

JIS F 0304 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（参考） 船の空調及び通風装置の設計に関する指針並びに望ましい慣行 

附属書 B（参考） 一般に使用される構造材料の熱伝導率 

附属書 1（参考） JIS と対応する国際規格との対比表 
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日本工業規格          JIS 
 F 0304：2005 
 

船の居住区の空調及び通風－設計条件及び計算基準 
Ships and marine technology-Air conditioning and ventilation of 

accommodation spaces-Design condition and basis of calculations 
 

序文 この規格は，2002 年に第 2 版として発行された ISO 7547 : 2002，Ships and marine technology－Air 

conditioning and ventilation of accommodation spaces－Design condition and basis of calculations を翻訳し，技術

的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更している事項である。変更の一覧

表をその説明を付けて，附属書 1（参考）に示す。 

 

1. 適用範囲 この規格は，国際運航商船の居住区域及び無線室の空調並びに通風のための設計条件と適

切な計算方法について規定する。外気条件は，極端な低温又は高温･湿度（すなわち 4.2 及び 4.3 で規定す

る外気条件よりも温度が低い又は温度湿度が高い場合）以外のすべての条件とする。 

附属書 A には，船内の通風空調の設計に対する指針及び望ましい慣行の詳細を示す。 

附属書 B には，一般的に使用される構造材料の熱伝導率を示す。 

この規格の使用者は，この規格の要求事項を守ると同時に，それぞれの船舶に適用される法令の要求事

項や規則類を満足していることを確かめるよう，注意しなければならない。 

なお，購入者からの特別な設計条件上の要求がある場合は，その条件を優先する。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 7547 : 2002，Ships and marine technology－Air-conditioning and ventilation of accommodation 

spaces－Design condition and basis of calculations (MOD) 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格のうちで，発行年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこの規格を構成する

ものであって，その後の改正版・追補には適用しない。発効年を付記していない引用規格は，その最新版

（追補を含む。）を適用する。 

JIS Z 8202-4 量及び単位－第 4 部：熱 

備考 ISO 31-4 : 1992 Quantities and units－Part 4 : Heat が，この規格と一致している。 

ISO 3258 : 1976 Air distribution and air diffusion－Vocabulary 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS Z 8202-4 及び ISO 3258 によるほか，次による。 


